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お得な年パス 

●小石川後楽園用● 
一般:１､２００円 

６５歳以上:６００円 

好評発売中 

毎週土曜日 
午前１０時～ 

英語による庭園ガイド
ツアー(無料)、開催中！ 

岡山県 岡山後楽園 小
石
川
後
楽
園 

ゆ
か
り
の
園
探
訪･

そ
の
十
一 
 

「
岡
山
に
も
後
楽
園
っ
て
あ
り
ま
す
よ
ね
。
何
か
関
係
が
あ
る
ん
で
す

か
？
」
時
々
、
お
客
様
か
ら
頂
く
ご
質
問
、
そ
ん
な
？
？
に
お
答
え
で
き

る
よ
う
に
、
今
回
は
岡
山
後
楽
園
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 
検索→都立庭園 園長の採れたて情報 

早春のお楽しみ 

ホームページ 検索→庭園へ行こう 見てね！ 

「春を呼ぶ小石川後楽園  
黄門様のお庭で梅まつり」 

 期間:２月８日(土)～３月２日(日) 
 内容:約９０本の紅梅･白梅がある梅林で
一足早い春の到来を告げる梅の花をお楽し
みください。 
●江戸太神楽(2/9･日) ●水戸梅大使の

お出迎え(2/15･土) ●江戸糸あやつり人形
(2/15･土) ●特別庭園ガイド『庭師』(2/16･
日)、『センター長』(2/22･土)、『ベテラン職
員』(3/2･日) ●文の京コミュニティコンサ
ート(2/23･日) ●大江戸玉すだれ(3/1･土)
●記念撮影コーナー(各日･雨天中止) ●植
木や軽飲食の販売、庭園ガイド等、詳細はチ
ラシ、ＨＰ等でご案内をしております。 
 今年も梅の開花状況を、ＨＰ、ツイッター、
お電話等でお知らせ致します。 

小
さ
な
雑
記 

「
寒
く
な
っ
た
か
ら
帰
り
ま

す
ね
。」 

窓
口
に
声
を
か
け
て
下
さ
っ

た
マ
マ
の
隣
で
、
小
さ
な
女

の
子
が
出
来
た
て
の
絵
を
掲

げ
て
い
ま
す
。 

「
か
け
た
よ
～
っ
！
」 

紅
葉
が
一
番
綺
麗
な
頃
、
彼

女
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
は

イ
ロ
イ
ロ
な
赤
の
世
界
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。 

〝
小
さ
な
体
で
見
上
げ
る
風

景
は
、
赤
い
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

の
中
に
飛
び
込
ん
だ
親
指
姫

の
気
分
か
な
？
少
し
目
線
を

変
え
て
、
彼
女
の
よ
う
に
低

い
位
置
か
ら
見
上
げ
て
み
た

ら
、
ま
た
違
っ
た
風
景
を
楽

し
め
る
か
も
し
れ
な
い
な
〟

素
敵
な
絵
か
ら
、
楽
し
い
想

像
が
広
が
り
ま
す
。 

「
上
手
に
描
い
て
く
れ
て
、

あ
り
が
と
う
。
き
っ
と
モ
ミ

ジ
た
ち
も
喜
ん
で
る
よ
。」 

 

小
石
川
後
楽
園
・
職
人
の
仕
事 

【
冬
支
度
『
新
年
の
準
備
』
の
巻
】 

 約三百年前、岡山二代藩主･池田綱政公が政務の間を過ご
すやすらぎの場として、家臣の津田永忠に命じて造らせたも
のを始まりとする。 
 その後、歴代藩主によって、それぞれの好みに改修される
中で、当初、建物の中から楽しんでいた庭園が、現在の様に
歩いて楽しむ事も出来る庭園へと。 
 江戸時代を代表する地方では稀な大名庭園のひとつで、水
戸の偕楽園、金沢の兼六園とともに、日本三名園に数えられ
ている。 

 

 

 

小石川後楽園の 

ちょこっと雑学辞典③ 

【 化 粧 わ ら ぼ っ ち 】 

 

 
 本来はソテツなど寒さに弱い植物を越冬さ
せるため、幹にワラを巻き頭部に飾りを施し
たものですが、当園内のわらぼっちは、支柱
にワラを施した観賞用のもの、雪吊りや菰巻
と共に冬の庭園に趣を添えてくれます。 
 『ぼっち』は、もともと『帽子』が訛った
ものともいわれています。園内のわらぼっち
は頭がふさふさしていますが、造る職人によ
って、それぞれ違った姿になるようです。 
 これを造るために、職人たちはワラを一本
一本選別しました。選び抜かれた美しいワラ
で造られたわらぼっち、春まで可愛がってや
って下さいね。 

 

 

新
し
い
年
も
、
多
く
の
お
客
様
に
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
職
員
一
同
精
進

致
し
ま
す
。 

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 神田上水跡、田んぼ周辺で咲き出
した水仙、冬景色の園内で孤軍奮
闘！な愛らしさです。 
 縁起物の千両や万両などにも実が
ついて、新年の気分を盛り上げてく
れます。時々、その実をついばむ鳥
の姿を見ることが出来るのも、この
季節ならではのお楽しみです。 
 

 

 芝生が多用された広々とした空間、庭園内から見え 
る景色の中に近代の大きな建物はほとんどなく、ここ 
に立つたびに、自分の中の何かが浄化されるような、爽やかな気
分になります。 
 初期には“岡山城の後ろに造られた庭”という意味で『後園』
と呼ばれていたこの庭は“先憂後楽”の精神に基づいて造られて
いるところから、明治４年『後楽園』と改められました。 
 岡山の『後楽園』が名勝指定された翌年の大正１２年、東京の
『後楽園』が国の史跡及び名勝の指定を受けました。この際、岡
山の『後楽園』と識別する為に、東京の『後楽園』は地名を冠し
た【小石川後楽園】に。昭和に入り、特別名勝に指定される際に
岡山の『後楽園』も地名を冠して【岡山後楽園】になりました。 
 このように、それぞれが独自の道を歩んできた二つの庭園です
が“先憂後楽”、藩主が領民を思う気持ちは同じだったようです。 
 そして、庭園から臨む岡山城はモチロン貫禄充分ですが、岡山
城の中から見下ろす庭園、その向こうに広がる街並みは、お殿様
やお姫様になった気分で「下々の者は、みな息災か？」なんて、
つぶやいてみたくなるような風景です。 
 

 

紅
葉
が
終
わ
る
頃
、
職
人
た
ち
は
雪
吊
り
、
菰(

こ
も)

巻
、
化
粧
わ

ら
ぼ
っ
ち
な
ど
、
庭
園
の
冬
支
度
を
始
め
ま
す
。  

。 

大
物
が
終
わ
る
と
次
は
新
年
の
準

備
、
手
入
れ
の
終
わ
っ
た
松
に
化
粧

巻
を
施
し
た
り
、
し
し
お
ど
し
や
柵

な
ど
「
あ
れ
っ
、
新
し
く
な
っ
た
？
」

み
た
い
に
、
い
つ
も
お
越
し
下
さ
る

お
客
様
で
も
、
な
か
な
か
気
が
付
か

れ
な
い
よ
う
な
小
物
？
た
ち
を
次
々

に
新
し
い
も
の
と
交
換
し
ま
す
。 

 

そ
の
間
に
も
、
落
葉
の
片
付
け
や

梅
の
剪
定
と
、
新
し
い
年
を
最
高
の

状
態
で
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
師
走
の

職
人
た
ち
も
大
忙
し
の
毎
日
で
す
。 

 

そ
し
て
、
最
後
に
登
場
す
る
大
物

の
門
松
は
、
何
日
も
か
け
て
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
で
仕
込
み
を
し
た
の
ち
、
小

石
川
後
楽
園
の
顔
と
し
て
入
口
に
設

置
し
ま
す
。
福
の
神
様
が
た
く
さ
ん

宿
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
、
心
を
込
め

て
完
成
さ
せ
ま
す
。 
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